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【研究の背景】 
炭素繊維強化樹脂（CFRP）は軽量高強度な炭素繊維とプラスチッ

クを複合化した優れた軽量化素材で，自動車にも利用され始めてお

り，今後の需要拡大が期待されています。 

しかしながら，CFRP の成形プロセスは量産に向かず，また素材が

高価であることから，限られた用途にしか使われていません。さら

に，これらの加工技術についてはおもに欧米が先行しているのが実

状であり，国内では成形や加工の基礎データが不足しています。 

 

【研究の目的】 
ものづくり中小企業の同分野への参入を促すため，量産向けの扱いやすい熱可塑性樹脂をベー

スとした CFRP の成形加工に必要な基礎的データの蓄積，量産化に役立つ既存加工技術の転用等

を進めます。さらに，炭素繊維クロス以外に炭素繊維を使用した編み物を作製（図 1）し，加工

特性の評価を行います。 

 

【研究の内容】 
昨年度の取り組みでは，平織，綾織，朱子織等，異な

る織り方の炭素繊維クロスを組み合わせた CFRP シート

を作成し，プレス成形加工を行いました。その結果，変

形の大きな部分に朱子織を，変形の少ない部分に平織を

配置するなど，成形時の変形量に合わせて，特性の異な

るクロスを配置することにより，単一の織り方を使用し

た CFRP よりも成形品の外観が良くなることを確認いた

しました。 

平成 29 年度につきましては，炭素繊維編み物のプレ

ス加工と射出成形機による CFRP シートのインサート加

工について検討を行っております。実験の結果，炭素繊

維編み物のプレス加工（図 2）は，従来の炭素繊維クロ

スの成型に比べ，プレ加熱温度を下げて成形を行わない

と，良好な外観が得られないことが確認できました。  

また，CFRP を使用したインサート加工につきましては，

三点曲げ試験（図 3）を行い，曲げ弾性の向上を目標に

成形条件等の最適化を行っております。 

 

【今後の展開】 
CFRP の成形加工に必要な基礎的データを蓄積し，量産加工に資する成形加工技術に関する知見

を得ることで，軽量素材である CFRP 産業へのものづくり企業の参入を支援します。 
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図１ 炭素繊維の編み物 
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図２ 炭素繊維編みのプレス成形品 

図３ インサート部品の三点曲げ試験 


